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北海道・東北等のクマの異常出没を受けての緊急要請 

捕殺一辺倒ではなく、被害防除・追い払いにこそ国家予算を 
 

                             2025 年 11 月 6 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

北日本を中心に、今年はクマの出没

および人身事故が甚大となっており、

過去最多だった 2023 年を上回る勢い

を見せています。 

しかし、これはクマが激増して山か

ら溢れ出してきたためではありませ

ん。今年は堅果類などの凶作により山

中の餌が極度に不足していますが、近

年の主な要因としては、中山間地域の

過疎化や高齢化により、クマと人との

生活圏がかつてないほど近接してい

ることが考えられます。 

また、餌資源の乏しい広大な放置人工林、地球温暖化によるナラ枯れや昆虫類の減少、さらには

尾根筋での風力発電・メガソーラー開発に伴う森林伐採などにより、本来のクマの生息地である奥

山がクマにとって棲みにくい場所となり、クマが里周辺に移動し、定着しつつあることが背景にあ

ります。 

 

何よりも人身事故を防止するため、短期的にはクマを誘引する要因の除去、電気柵の設置、里に

居ついたクマの奥山放獣など、「クマと人との距離」を確保するための対策が必要です。 

中期的・長期的には、緩衝帯の整備や追い払い犬の活用などにより、棲み分けを再構築すること

が重要です。その実現のために、国として重点的に予算と人員を投入していただきたいです。時間

がかかる奥山天然林の再生には直ちに取り組む必要がありますし、無秩序な奥山の開発の抑制など、

国による持続的な自然再生政策が求められます。 
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被害防除や緩衝帯整備が進まず、奥山が荒廃したままでは、クマ被害は根本的に解決しません。

「捕殺により数を減らすこと」に偏った過去の対策が持続的な成果を生まなかったという現実を、

国として真摯に受け止めていただきたいと考えます。クマをオオカミと同じ轍を踏ませることがあ

ってはなりません。 

実効性ある対策に向け、早急に予算の再配分を検討し、国として総力を挙げてクマ問題に取り組

んでください。山の環境収容力を高め、人里に出没しないよう集落環境を整えれば、クマは人と共

存できる動物です。 

 

生物多様性の保全、文化の継承、そして生命倫理の観点からも、以下の通り政策の転換を強く要

望いたします。 

山と人との関係を見つめ直し、次世代へ誇れる自然と共生の国づくりを、どうか国のリーダーシ

ップのもとで実現してくださるようお願い申し上げます。 

 

＜要望事項＞ 

１． 人身事故を防ぐため、クマ被害防除および追い払い体制の確立を最優先課題とし、国

として十分な予算と人員を確保の上、総力を挙げて取り組んでください。 

 

２． 捕殺中心の頭数管理から脱却し、奥山を含む国内森林の自然度を高め、日本人が古来

より実践してきた「棲み分けによる共存」の仕組みを再構築してください。 

 

３． 学校教育や公的広報を通じて、クマの生態や出没の背景、人身事故防止の方法など、

正しい知識の普及を図ってください。 

 

４． 自然との共生を国家の基本方針として明確に位置づけ、その実現に向けた予算措置お

よび体制整備を推進してください。 
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